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ガラスフィラーを用いた蓄光材の性能と新用途について	 
-無機 EL を光源とした省電力照明構成の提案-	 
	 
PERFORMANCE AND NEW USE IN PHOSPHORESCENT PIGMENTS USING GLASS FILLER  








	 	 People	 consume	 quite	 a	 bit	 of	 electrical	 consumption	 at	 night.	 There	 are	 awash	 with	 
street	 lamp	 and	 traffic	 information	 board,	 neon	 light	 in	 urban	 areas.	 Potential	 electricity	 
saving	 is	 big	 because	 16	 percent	 of	 Japanese	 overall	 power	 consumption	 are	 used	 for	 night	 
illuminations.	 In	 fact,	 LED	 lights	 reduced	 electrical	 power	 is	 becoming	 the	 mainstream.	 
But	 if	 we	 replace	 illumination	 with	 LED	 lights,	 it	 would	 be	 able	 to	 cut	 electricity	 
consumption	 by	 only	 9%.	 And	 so	 in	 this	 research,	 it	 aims	 at	 finding	 a	 means	 to	 new	 nighttime	 
power-saving	 technology	 by	 the	 use	 of	 inorganic	 EL	 and	 phosphorescent.	 

















































































































































図 3	 測定機材	 
 
輝度計（図 3 左）：ILLUMINACE METER T-10P  
照度計（図 3 右）：ILLUMINACE METER LS-110  





図 4	 検証用蓄光材サンプル	 
 















ⅰ． 蓄光材サンプル 10mm 厚 
ⅱ．蓄光材サンプル 5mm 厚 
ⅲ． シート状の蓄光材サンプル 
(4)	 検証用蓄光材サンプルの製作	 








図 5	 顔料：BGL-300FF・GLL-300FFS（根本特殊化学）	 
	 
(5)	 残光測定結果（蓄光材サンプル 10mm 厚）	 
 
 
図 6	 蓄光顔料励起状態時	 
 
	 光源を 180cd/㎡の無機 EL、光源照射時間 30min、受
光面の直径 20mm の含有率ごとの残高輝度特性を表 1
に示す。平均残高輝度は 10%：7mcd/㎡、20%：10mcd/
㎡、30%：18mcd/㎡、50%：19mcd/㎡。顔料 50%のサ




表 1	 残光測定結果（減衰曲線）	 
	 
	 









表 3	 残光輝度変化率(照射時間 5min>30min)	 
	 
	 
表 3 は受光面直径 20mm のサンプルの光源照射時間








表 4	 StatPlus を用いた重回帰分析の結果①	 
Regression Statistics   
R 0.89257 
R Square 0.79668 
Adjusted R Square 0.78598 
Standard Error 8.4 
Total Number Of Cases 81 
 
表 5	 StatPlus を用いた重回帰分析の結果②	 
  係数 誤差 LCL UCL t Stat p-値 
Intercept 10.794 3.249  18.52 3.074 3.323 0.001  
含有率 0.744  0.114  0.673  1.216  8.262  0.000  
光源照射面 0.154  0.055  0.024  0.285  2.812  0.006  
光源の輝度 0.004  0.001  0.003  0.006  6.060  0.000  
照射時間 0.564  0.042  0.466  0.663  13.597  0.000  
T (2%) 2.376            
 





ある p 値が 0.02 以下ということからも、分析結果に有意
性はあると判断できる。	 
	 
表 6	 輝度ランク JA を満たすサンプル 10mm 厚(LED)	 
	 
	 


















































pigment10% pigment20% pigment30% 
Pigment 10% Pigment 20% Pigment 30%
φ10mm φ20mm φ50mm φ10mm φ20mm φ50mm φ10mm φ20mm φ50mmemission time( 5 min) emission time( 5 min) emission time( 5 min)
LED(3000cd/㎡) LED(3000cd/㎡) LED(3000cd/㎡)
emission time(60min) emission time(60min) emission time(60min)φ10mm φ20mm φ50mm φ10mm φ20mm φ50mm φ10mm φ20mm φ50mm
LED(3000cd/㎡) LED(3000cd/㎡) LED(3000cd/㎡)
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(5)	 残光測定結果（蓄光材サンプル 5mm 厚・シート）	 
 
	 
図 7	 検証用木型サンプル	 




後に残高輝度が 10mcd/㎡あるものを言う。表 6、表 7 よ
り 2種類の光源で輝度ランク JAを満たす含有率 30%のサ
ンプルのみを検証用木型 5mm 厚（図 7）で測定した。ま
た、同時にガラスフィラーを用いないシート状のサンプ
ルの残高輝度も測定した結果が表 8 となる。測定条件は、
顔料の含有率 30%、光源照射面の直径 20mm、光源 IEL
（180cd/㎡）、光源の照射時間 30min である。	 
	 





















顔料の含有率 30%、光源照射面の直径 20mm、光源 IEL
（180cd/㎡）、光源の照射時間 30min である。	 
	 




























































	 外光遮断環境下（照度 0.00 Lx）では、150×150mm












図 8	 ドットマトリクス文字のフォント	 
 
	 The Effect of Fonts on the Legibility of 5 × 7 
Dot-Matrix Alphanumerics（図 8）より、最低限必要な
基準を示すために視認性の最も低いドットマトリクス文









	 ドットマトリクスを使用した 12 機の既存製品（表 10）
からドット径/ドット間ピッチの比率を算出した際の相
加平均は約 0.72 である。この比率を用いて製作を行う。 
 






ク JA に相当する含有率 30％、光源照射面の直径 10mm の
蓄光材サンプル 5mm 厚、および光源には輝度 180cd/㎡の
無機 EL シートを使用する。ただし、今回はコストを考慮
しガラスフィラーには廃ガラスを用いることとする。図
10 に実験機簡易図面、図 11 に 3DCG イメージを示す。ま
た、図 12 は実際に製作した実験機である。	 
	 
	 
図 10	 実験機簡易図面	 
	 
	 







	 図 12	 検証実験機	 
	 
(4)	 検証実験手法	 




長 158.8cm に合わせ床面から 150cm の高さとする（ 
図 13）。尚、残光輝度は 10mcd/㎡、20 mcd/㎡とする。 
 
 
図 13	 検証実験Ⅱについて	 
 
(5)	 検証実験Ⅱの結果	 
	 検証実験Ⅱの結果は図 14 である。残光輝度が 10mcd/
㎡の場合は認識可能距離の相加平均が 2.79m となり、
20mcd/㎡の場合は 5.04m となる。 
 



























図 15	 概略図	 
 























費電力は 0.784W であった。A4 サイズの LED（4W）
と比較して消費電力を約 80%削減することができた。提
案モデルの残高輝度の推移を表 11、表 12に示す。 
 



































図 17	 デザイン工学部のロゴ表札	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